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1971年8月に札幌で行なわれた第7回国際海藻学会議の講演集ができた。内容は目

次，前文，本文，著者索引，用語索引，学名索引および参加者名簿からなり，全体として

663頁におよぶ。本文は特別講演4篇のほかに，一般講演 131篇を含む。一般講演は， 1 

分布，分類と形態。 11生態と応用。 111生理と培養。 IV化学，生化学と応用の4つのセ

クジョンに分けておさめられである。淡水藻についての講演もある。藻類の研究に携わる

もの，藻類に興味をもつもの，あるいは藻類の養殖や加工または薬用などの実際に関係を

もつものに購入を奨めたい。定価は 101αlO円。出版元は東京大学出版会(東京都文京区本

郷，東京大学内)である。なお，同会議への参加登録者には無料で・頒布される。

( 千 原 光 雄 )




